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デザイン？



地域課題を解決する事業をデザインし



地域課題を解決する事業をデザインし 

子どもたちが生きる未来に 

自らも希望を持てる社会を実現する。



「まちづくり」



基本情報



名　称：
設立日：
所在地：

ヤマガタデザイン株式会社
2014年8月6日

代表者：山中大介
従業員：
資本金： 9,500万円

150名（グループ会社含む）

山形県鶴岡市北京田字下鳥ノ巣23-1
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平均年齢 35歳 

UIターン率 80%
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資本金：0.95億円 → 資本調達額：36.3億円

①地域企業：23.3億円 ②全国企業：13.0億円

YD リゾート (株)

有機米デザイン (株)

YD アグリ (株)ヤマガタデザイン (株)



Projects













THE BEST HOT SPRINGS
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「温泉に行きたい！」と思うのは、どんなときですか？
たとえば、疲れたときや、仕事が一区切りついたとき、リフレッシュしたいとき。

癒しを求めて温泉を訪れれば、大自然に囲まれた露天風呂や地域の名産を盛り込んだ食事、
居心地のいいインテリア、心のこもったおもてなしが、私たちを迎えてくれます。
温泉は心と体を癒し、思う存分くつろげるよう、隅々までデザインされているんです。
今こそ訪ねたい、日本が誇る温泉を150軒ご紹介。完全保存版の温泉ガイドです。

温泉150150
究極の「癒し」がデザインされた
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20%8年９月、山形県鶴岡市に開業した温泉施設。
プリツカー賞受賞建築家・坂茂が庄内の美しい水
田から着想を得て、基礎とコア部分以外はすべて
木造になるように設計した。周りを囲む水盤が建
物と空を鏡のように映し出す、雄大な光景が印象

ショウナイホテル スイデンテラス p.012

※本特集に掲載されている宿泊代金は、特に表記がある場合を除き、消費税、サービス料を含まない'名様分の料金です。入湯税は、含まれている場合もあります。

的だ。
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水田の中に浮かぶ木の温泉ホテル。

あの建築家が手がけた温泉が、
各地に誕生しています。

意外や、坂 茂が世界で初めて手がけたホテルが山形県庄内に開業。
木を多用した混構造２階建ての建築群が周囲の田園風景に調和する。
居心地のよさとホスピタリティに満ちた空間を体験しに出かけた。

日本が世界に誇る有名建築家らが、続 と々温泉宿の設計を手がけている。
地域の特性や土地柄、施設の立地を生かした魅力的な建築の数々。
温泉と食と建築と、三拍子揃ったニューアドレスへ出かけよう！

photo_Keisuke Fukamizu text_Ai Sakamoto

坂　茂 SHONAI HOTRL SUIDEN TERRASSE

Architect  Hote l
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名建築家が手掛ける
新しい庄内の街づくりの象徴

VOL.22

客室棟のテラスから観る庄内の原
風景。田んぼや山を望む、どこか
懐かしく、心和む田園風景。建築
家坂氏は美しい自然との一体感を
視野にホテルを設計

せきねきょうこ
1994年から現職。世界のホテルや旅館の「環境
問題、癒し、もてなし」を主題に現場取材を貫く。
スクープも多く、雑誌、新聞、ウェブを中心に連
載多数。ホテルのコンサルタントやアドバイザー
も兼任。著書多数。www.kyokosekine.com

ホテルジャーナリストせきねきょうこの
ワンダフルホテルライフ

文＝せきねきょうこ　写真＝山平敦史
text: Kyoko Sekine  photo: Atsushi Yamahira

地元の人が“何もない場所”と微笑む鶴岡市郊外。穏やかな田園風景が広がる。
その一画には地方創世モデルの“サイエンスパーク”が誕生、頭脳集団がバイオベンチャーを担っている。
そして傍らには、建築家・坂茂氏デザインの滞在型宿泊施設「ショウナイホテル スイデンテラス」が。

この地から未来が始まる、そんな予感がする。

山形県・鶴岡市

ショウナイホテル
スイデンテラス

146147
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ACTION 
・地域の魅力を活かした空間づくり 
・ホテル業と農業を融合したFarm to Tableの実現 
・地域事業者と連携した体験型コンテンツの創出

CONCEPT 
　晴耕雨読の時を過ごす、田んぼに浮かぶホテル

MISSION 
　地域の魅力をプロデュースし、世界からの目的地となる





















Strictly Confidential

� SORAIでのઇ୘・৬ୡプログラム
» SORAIをੜਝし、൒行者/੮体਱
けのアートやものづくりのワーク
ショップを開ಈ(小学生ਰ上は子
୹のみで૞ਸ૭ચ)

» ທ内エリアの自ேをણかしたઇ୘
キャンプのਠ地オーガナイザー

� ୫ધ৲・஗঵৬ୡツアー
» 自社਷田での田೘え、ઽᄥ体ୡ
» 自社ハウス、઀௚஗ୱでഽのથ機
野ཅ・ટ੟のઽᄥ体ୡ

» ೛ຠ者にఢఈのํఘ、フレンチ、
ਮ୫などのレストラン、ఢఈੲਾ
をショウナイズカンでງஂ

YDの൉ୗするທ৔のイথバウথドエコシステム

0

� スイデンテラスをທ内のインバウンド௴୾のハブとして、ソフト・ハード૏એをତ૟する
� ୫、஗業、自ே、ઇ୘、ഄఴ、ધ化ಉのທ内の௴୾資౺をテーマに、YDがコーディネーターとなって
国内ਗの௴୾௢を体ୡ஑アクティビティツアーに੧内する

� ඣ୉・ডイナリーツアー
» 山஄਩ທ内は「ੂཚ」「上ಜ੪」
「ᆱ野川」など約20のඣ୉がோ૔

» 月山、高࿢など約20のワイナリー
がோ૔し、਩や山஄銀行が主଑で
਩ਗ௴୾௢਱けのツアーを実઱

� ທ৔のધ৲・ঽே・௴୾৉
» 出ಭ三山での೛༥、山๯ఊ行体ୡ
» 月山のಒスキー、ᆭ૴ဳり、ਲဳ
り、୨ౌ大会

» ௖ૺધ化を体ୡするଗ下町ツアー

� サイエথスパークと઀௚したMICE*೽
ਏの਄੢み
» ਷田テラス内に会議஼、ワークショッ
プスペースをન保

» ๅળ市産業੍ରセンターに200੡ઽઍ
のカンファレンスルーム

» થ力ベンチャー੫業、෵ૢ大学がスイ
デンテラスを༦஡会でਹ用

� ৬ୡツアーのುਡスイデথテラス
» ઱ਝのボトルネックをੰ଎し、ਲ
ਗ੮体௴୾௢のਭ入れఁ大

» ૚ரサービスのਗ国ୁ対ૢ

*MICE: Meeting（会議・ଢ଼ఊ・セミナー）、Incentive tour（ਾတ・ഃୄ൒行）、Convention またはConference（大会・学会・国੠会議）、Exhibition（னં会）の୍ધஊ
をとったビジネストラベルの一つの஄ଙ。

スイデンテラスに会議室、ワーク 
ショップスペースを確保







MISSION 
　山形庄内から、日本農業を持続可能にする。 

Task 
　農業経営を実現する。



有機農業



 出典：農水省資料

✔ 慣行農業 ＝ 石油系エネルギー 
✔ 慣行農業 ＝ 140%炭素排出量 > 有機農業

世界の人口/食料需要増加 農業の環境負荷

 (億人)  (億トン)
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水稲の経営状況(慣行栽培と有機栽培の比較)

(10a当たり)
収量 
(kg)

売価 
(円/kg)

売上 
(千円)

総費用 
(千円)

所得 
(千円)

労働時間 
(h) (うち除草)

慣行栽培 
(現行)

有機栽培 
(現行)

518 188 97 75 22 22 1.3

420 430 181 112 69 31 7.0



有機農業マーケット(世界/国内)

【世界の有機食品市場の推移】

【国内の有機食品市場の推移】

1,290億US＄

【1人当有機食品消費額】



耕地面積に対する有機農業取組面積と面積割合(2020年)

EU平均7%





自社ハウス51棟＋生産委託/仕入販売



ACTION 
・持続可能な農業への取り組みとブランド化
・自社での良品多収の栽培体系確立
・地域生産者との連携による取扱品目／規模の拡大

CONCEPT 
　花よりも根を養う、山形庄内の有機資源で循環する農業

MISSION 
　有機農業で産地形成し、日本農業を持続可能にする



ベビーリーフ



ミニトマト





有機資源循環農法















鶴岡市立 農業経営者 育成学校 
SEADS



65歳以上 70% 
年平均 5%減少



70ha/人



ACTION 
・地域農家/コミュニティと繋がる実習研修の整備
・農業経営の基礎から学べる座学研修の整備
・就農プランの実現に向けた支援体制の構築

CONCEPT 
　有機農業を目指し、座学と実習を通じて
 　　　　農業技術・経営を学ぶ学校

MISSION 
　農業経営者を育成し、日本農業を持続可能にする





















【田植え後1ヶ月後の泥の堆積の様子】

【田植え後1ヶ月後の泥の堆積の様子】



高価

他サービスとの比較



ACTION 
・自動抑草ロボットの開発
・有機米の栽培ノウハウ/支援サービスの提供
・生産者と消費者を繋ぐ、安心の流通販売網の構築

CONCEPT 
　有機米の普及/集約プラットフォーム

MISSION 
　有機米のマーケット拡大に寄与し、日本農業を持続可能にする



有機米デザイン 株式会社　×   パートナー企業/団体 (JAなど)

② 栽培ノウハウの提供

有機米栽培の 
品質や収量を安定化

① 自動抑草ロボの開発/販売

有機米栽培における 
除草作業の負担を極小化

③ 有機米の販売

有機米の流通網の構築と 
マーケットの拡大

普及 集約

日本一の有機米普及集約プラットフォームの構築



実験場所一覧

34都府県 
約100市町村









①田んぼ雑草抑制 

②お米の収量増加 

③ジャンボタニシ抑制 

④田んぼメタン低減



開発/販売体制









AND MORE…



「山形庄内をモデルに」



人間性・経済性・環境性



山形庄内から、ときめこう。

VISION




